
 

令
和
二
年
を
振
り
返
っ
て 

○
一
月
二
日
、
連
谷
会
館
に
於
い
て
「
連

谷
地
区
新
年
交
礼
会
」(

三
十
三
名
参
加)

を
開
催
。
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
設
立

(

平
成
九
年)

以
来
、
連
合
・
四
谷
地
域
の

皆
さ
ん
の
支
援
の
な
か
で
の
各
種
活
動

を
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
む
ら
の
宝
」
に
応
募
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
で
受
賞
、
昨
年
十
二

月
三
日
、
首
相
官
邸
に
招
か
れ
選
定
受
賞

を
賜
っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
。 

〇
一
月
十
一
日
、
十
二
日
、
名
古
屋
国
際

会
議
場
を
会
場
に
生
物
多
様
性
に
取
り

組
む
県
民
・
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・
関

連
団
体
・
教
育
機
関
な
ど
を
対
象
に
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｂ-

Ｊ
、
環
境
省
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市

主
催
で
開
催
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ1

0

あ
い
ち
・
な
ご

や
開
催
に
つ
い
て
は
「
四
谷
の
千
枚
田
」

を
愛
知
県
の
里
山
と
位
置
付
け
た
誘
致

活
動
に
貢
献
、
ま
た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
世
界
各
国
か
ら
訪
れ
る
な

ど
、
大
き
な
知
名
度
、
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
の
よ
う
な
成
果
が
認
め
ら
れ
参
加
を

要
請
さ
れ
た
。
保
存
会
か
ら
五
名
が
参
加
、

生
物
多
様
性
の
ブ
ー
ス
出
展
と
ス
テ
ー

ジ
発
表
を
行
っ
た
。 

〇
一
月
三
十
一
日
、
中
電
で
大
ホ
ー
ル
を

会
場
に
全
国
農
村
振
興
技
術
連
盟
主
催

農
業
農
村
整
備
地
方
セ
ミ
ナ
ー(

北
陸
東 

 

海
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク)

会
議
に
於
い
て
小
山

舜
二
が
「
む
ら
の
宝
」
～
地
域
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
～
と
題
し
て
講
演
。 

〇
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

昨
年
末
、
中
国
武
漢
市
で
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
各
国
に
蔓
延
、

我
が
国
で
も
豪
華
客
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
が
横
浜
港
に
寄
港
、
一
月
五

日
に
乗
船
者
十
人
の
陽
性
を
確
認
。
マ
ス

ク
爆
買
い
、
二
月
二
十
七
日
、
政
府
が
全

国
の
小
中
高
校
一
斉
休
校
を
要
請
。
そ
の

後
、
往
来
、
国
内
外
渡
航
、
イ
ベ
ン
ト
等
々

の
自
粛
、
延
期
、
中
止
等
々
、
経
済
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
延
期
な
ど
世
界
的
脅
威
に
及
び
、
保
存

会
に
お
け
る
各
種
行
事
に
大
き
く
影
響

し
た
。 

〇
三
月
十
二
日
、
愛
知
県
国
際
課
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
行
政
調

査 

中
止 

〇
四
月
一
日
、
内
閣
府
地
域
活
性
化
伝
道

師
に
小
山
舜
二
が
登
録
さ
れ
た
。 

〇
四
月
三
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
新
規

採
用
社
員
、
幹
部
研
修 

中
止 

〇
四
月
五
日
、
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル 

中
止 

〇
保
存
会
通
常
総
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
規
制
か
ら
書
面
総
会
と
し
た
。 

〇
五
月
一
日
、「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」

二
百
号
達
成
。 

〇
五
月
四
日
、
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
奉
り
に

タ
ニ
シ
奉
納
。 

〇
稲
作
体
験
学
習 

新
城
高
校
農
業
ク

ラ
ブ 

中
止 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校 

脱
穀
の
み
実
施
。
鳳
来
寺
小 

実
施 

〇
六
月
六
日
、「
お
田
植
感
謝
の
夕
べ
」
～

み
ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田
～ 

中
止 

〇
六
月
六
日
、
第
六
十
九
回 

J
A

ア
グ
リ

ラ
リ
ー 

J
A

愛
知
東
主
催(

参
加
者
八
十

名)

は
旧
連
谷
小
学
校
に
参
集
。第
一
中
継

ポ
イ
ン
ト
の
身
平
橋
海
源
寺
で
保
存
会

に
よ
る
千
枚
田
の
概
要
説
明
、
早
苗
が
爽

や
か
な
千
枚
田
を
散
策
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ラ
リ
ー
を
満
喫
し
た
。 

〇
七
月
一
日
、
未
明
の
豪
雨(

ス
テ
ー
ジ

３)

で
千
枚
田
入
り
口
の
農
道
の
三
か
所

が
崩
落
。
そ
の
後
の
豪
雨
で
亀
裂
、
崩
落

が
数
か
所
あ
っ
た
。 

〇
七
月
十
八
日
～
八
月
三
十
一
日
ま
で

市
立
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
に
お

い
て
夏
の
特
別
展
「
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
展
」

を
開
催
。(

見
学
者
八
百
三
十
二
名) 

〇
七
月
二
十
三
日
、
日
本
テ
レ
ビ
系
列

「
欽
ち
ゃ
ん
＆
香
取
慎
吾
の
全
日
本
仮

装
大
賞
」
連
続
出
演
中
の
「
チ
ー
ム
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｏ
」(

設
楽
町
津
具)

の
メ
ン
バ
ー
六
名

が
作
製
し
た
リ
ア
ル
案
山
子
が
千
枚
田

に
や
っ
て
き
た
。 

〇
八
月 

中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度

五
期
加
入
「
四
谷
集
落
協
定
」 

加
入
者 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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三
十
九
名(

代
表 

村
雲
伸
一
副
代
表 

小

山
孝
夫 

会
計 

林 

義
明)  

 

〇
八
月
一
日
～
九
月
三
十
日
、
小
・
中
学

生
を
対
象
に
「
四
谷
の
千
枚
田
」
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施(

主
催 

鞍
掛
山
麓
千
枚

田
保
存
会
・
東
三
河
郵
便
局 

共
催 

新
城

市
・
新
城
市
教
育
委
員
会
・
新
城
市
観
光
協

会
・
奥
三
河
観
光
協
議
会
・
東
愛
知
新
聞) 

 

〇
八
月
盆
頃
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
帰
省
や
遠
出
、
イ
ベ
ン
ト
中

止
な
ど
見
あ
わ
せ
る
動
き
の
中
、
自
然
満

載
の
四
谷
の
千
枚
田
は
コ
ロ
ナ
回
避
族

が
急
激
に
増
え
、
平
日
で
も
賑
わ
う
。 

〇
九
月
二
十
三
日
、
千
枚
田
を
地
域
の
宝

と
位
置
付
け
た
保
存
活
動
三
十
年
達
成
。 

〇
九
月
二
十
六
日
、J

A

愛
知
東
主
催 

第

七
回
子
ど
も
農
学
校(

子
十
六
名)

稲
刈
り 

コ
ロ
ナ
感
染
回
避
の
た
め
稲
刈
り
の
み

実
施 

〇
十
月
三
日
、
エ
コ
ネ
ッ
ト
安
城
視
察(

安

城
市) 

環
境
保
全
研
修 

〇
十
月
十
五
日
、
グ
ッ
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

に
選
定 

C
O

P
1

0

以
降
に
愛
知
県
内
で

行
わ
れ
た
生
物
多
様
性
の
保
全
や
持
続

可
能
な
取
組
事
例
に
「
生
き
も
の
と
共
生

し
た
コ
メ
づ
く
り
」
と
題
し
て
応
募
、
選

定
さ
れ
た
。 

 

〇
十
二
月
第
二
日
曜
日
、「
収
穫
感
謝
祭
」 

中
止 

 

〇
鳳
来
寺
山 

笠
杉
し
め
縄
用
藁
提
供
。 

〇
十
二
月
十
八
日
、
連
谷
会
館
に
於
い
て

棚
田
地
域
振
興
法
「
指
定
棚
田
地
域
振
興

活
動
計
画
」
に
つ
い
て
市
鳳
来
総
合
支
所

地
域
課
に
よ
る
地
元
説
明
会
。 

 

昨
年
の
一
年
を
鑑
み
る
と
、
天
候
不
順

と
コ
ロ
ナ
禍
等
々
、
嬉
し
い
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
苦
労
の
絶
え
な
い
一
年
で
あ
っ
た
。 

田
起
し
＆
田
ん
ぼ
飛
び 

 

十
二
月
十
日
、
地
元
鳳
来
寺
小
学
校
五

年
生(

十
名)

、
四
年
生(

十
一
名)

は
千
枚
田

の
学
習
田
の
田
起
し
と
田
ん
ぼ
飛
び
を

行
っ
た
。 

 

「
稲
作
体
験
学
習
」
田
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
の
一
連
の
農
作
業(

コ
メ
つ
く
り)

は

五
年
生
の
郊
外
学
習
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
こ
の
日
は
、
四
年
生
に
引
き

継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。 

 

作
業
に
先
立
っ
て
児
童
た
ち
に
冬
耕

(

田
起
し)

に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
春
に

田
起
し
を
し
て
肥
料
を
混
ぜ
て
、
代
掻
き

を
し
て
い
た
が
、
千
枚
田
で
は
平
成
八
年

こ
ろ
か
ら
初
冬
に
田
起
し
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
冬
耕
を
す
る

こ
と
に
よ
り
土
中
に
酸
素
が
供
給
さ
れ
、

バ
ク
テ
リ
ア
が
繁
殖
す
る
。
ま
た
、
今
、

耕
す
こ
と
に
よ
り
作
土(

つ
く
り
つ
ち)

が

凍
り
、
よ
り
一
層
作
土
が
若
返
り
、
美
味

し
い
お
コ
メ
が
で
き
る
。
平
坦
地
で
も
収

穫
後
、
田
起
し
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

田
植
機
に
ゴ
ツ
が
掛
か
ら
な
い
た
め
で
、

千
枚
田
で
は
湧
き
水
、
天
日
干
し
、
冬
耕

…

と
、
地
の
利
を
活
か
し
た
美
味
し
い
コ

メ
つ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。 

 

児
童
た
ち
の
お
楽
し
み
の
「
田
ん
ぼ
飛

び
」
は
急
傾
斜
の
石
積
棚
田
を
飛
び
降
り

る
ス
リ
ル
満
点
で
も
あ
る
が
、
怪
我
が
心

配
、
念
入
り
に
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
、

コ
ー
ス
を
見
定
め
な
が
ら
発
走
地
へ
、
よ

ー
い
ド
ン
で
一
気
に
田
ん
ぼ
を
飛
ぶ
児

童
た
ち
の
輝
く
瞳
に
、
も
う
一
回
、
も
う

一
回
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
再
度
挑
戦
、
流
石

に
ワ
イ
ル
ド
な
爺
も
児
童
た
ち
と
一
緒

に
飛
ぶ
こ
と
だ
け
は
自
粛
し
た
。 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画 

十
二
月
十
八
日
、
連
谷
会
館
に
於
い
て

市
鳳
来
総
合
支
所
地
域
課
に
よ
る
地
元

説
明
会
が
行
わ
れ
た
。 

(

棚
田
地
域
振
興
法
に
つ
い
て
は
百
九
十
二

号
、
百
九
十
四
号
、
百
九
十
六
号
に
掲
載)
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